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渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。

1

１ 人口ビジョンの位置づけ
◆ 「渋谷区人口ビジョン」は、過去から現在に至る人口の変動要因及び将来人口推計に基づく人口構造の変化等が今後の本

区の施策に与える影響を分析し、「渋谷区長期基本計画2027-2036」に掲げる施策を効果的に企画・立案する上で重要

な基礎資料となるものです。

◆ 本区では、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の将来推計人口が国勢調査の結果を踏まえ、５年毎に見直されるこ

とを踏まえ、「渋谷区人口ビジョン」の見直しを５年毎に行ってきています（2015年度策定、2020年度改定） 。そのた

め、2025（令和７）年度に新たな「渋谷区人口ビジョン」を策定しました。

＜渋谷区人口ビジョン及び社人研推計＞



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。
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２ 人口動向【総人口】
◆ 2025（令和７）年１月１日現在の人口は23万1,402人であり、2005（平成17）年の20万5,704人と比べて２万5,698人増

加しています。５年ごとの推移をみると、人口は概ね一貫して増加傾向が続いています。

＜人口の中長期の推移＞



3

２ 人口動向【世帯】
◆ 世帯数を５年ごとにみると、概ね一貫して人口を上回るペースで増え続けており、2020（令和２）年では、1995（平成７）

年と比べて約 1.6 倍（５万 5,546 世帯）に増加しています。

◆ その結果、１世帯当たり人員は、1995（平成７）年の 2.00 人から 2020（令和２）年の 1.63 人に減少しており、徐々に

世帯の小規模化が進行しています。
＜世帯数及び１世帯当たり人員の推移＞



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。
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２ 人口動向【年齢階層別人口】
◆ 2020（令和２）年 10 月１日現在、年少人口（０～ 14 歳）が２万 2,984 人（構成比 10.5％）、生産年齢人口（15 ～ 

64 歳）が 15 万 4,258 人（70.6％）、高齢者人口（65 歳以上）が４万 1,261 人（18.9％）となっています。

＜年齢階層別人口の推移＞



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。
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２ 人口動向【外国人人口】
◆ 2015（平成27）年以降、外国人の人口は、2020（令和２）年まで一貫して前年を上回り、同年（2020）では2015（平成

27）年と比べて約1.2倍（2,175人増）に増加しています。

◆ その後は、新型コロナウイルス感染症の流行の影響により、減少傾向に転じたものの、2023（令年5）年以降は再び増加傾

向に転じ、2025（令和７）年は2015（平成27）年以降で最多の１万2,711人、区全体の人口に占める割合も5.49％に上昇

しています。
＜外国人人口及び総人口比の推移＞



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。

6

３ 婚姻・出産に係る動向【婚姻件数】
◆ 婚姻件数は、2013（平成25）年～2019（令和元）年までは、2,100～2,200件前後で推移していたものの、その後は減少

傾向に転じ、2023（令和５）年では1,648件と2013（平成25）年以降では最も少なくなっています。

＜婚姻件数の推移＞



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。
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３ 婚姻・出産に係る動向【合計特殊出生率※】
◆ 2013（平成25）年以降の合計特殊出生率は、いずれの年次も全国及び東京都区部を下回っているほか、2021（令和３）年

の1.05を境に２年連続で１を割り込んでいます。
※ 「合計特殊出生率」は、15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、１人の女性が仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に生むとした時の子ども数に

相当する。
＜合計特殊婚姻件数の推移比較（日本人）＞



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。
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4 人口動態【自然増減数・社会増減数】
◆ 2014（平成26）年以降の出生数は、2015（平成27）年をピークに減少傾向で推移し、2024（令和６）年はピーク時と比

べ541人（24.5％）減少しています。

◆ 一方、死亡数は、高齢化の進展を背景に増加傾向で推移しています。これらの結果、出生数から死亡数を差し引いた自然増

減数は、2022（令和４）年にマイナスに転じています。

◆ 2014（平成26）年以降の転入数は、2021（令和３）年を除き転出数を上回り、転入数から転出数を差し引いた社会増減数

はプラスとなっています。以上の結果から、本区の人口増加は、区外からの転入数が大きく影響していることが分かります。

＜自然増減数及び社会増減数の推移＞



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。
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5 将来人口の推計結果【総人口】

＜将来推計人口の推移【再掲】＞

◆ 今後、本区の総人口は、2040（令和22）年頃の約24万人をピークに減少局面に転じるものの、 2065（令和47）年頃まで

は20万人台を維持すると予測されます。



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。
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5 将来人口の推計結果【年齢階層別人口】
◆ 地域の経済社会を支える中心的な世代である生産年齢人口（15～64歳）は、2035（令和17）年頃を境に減少傾向に転じる

一方、高齢者人口（65歳以上）は、2055（令和37）年頃まで一貫して増え続け、同年には総人口に占める割合が27.2％を

占めると予測されます。
＜年齢階層別の将来推計人口の推移＞



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。
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6 将来展望と方向性【人口の将来展望】
◆ 今後、予測される人口構造の変化は、社会保

障関係費の増大や区税収入の減少など、多方

面において地域経済社会の安定・成長を損な

う事態を引き起こすおそれがあります。

◆ 本区が将来にわたって持続可能な発展を続け

るためには、生産年齢人口（15～64歳）を

中心とした、安定した人口構造を保持できる

ような施策を推進する必要があります。

＜2025年と2070年の男女別５歳階級別人口の比較＞



渋谷区では、平成29年に策定した「渋谷区長期基本計画2017-2026」が令和8年度に最終年度を迎えることから、新
たに「渋谷区長期基本計画2027-2036」を策定することとしました。

長期基本計画は、下図のとおり、「渋谷区基本構想」、「渋谷区実施計画」とともに、渋谷区における行政運営の最
上位計画である「総合計画」を構成するものです。
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6 将来展望と方向性【渋谷区の特徴・課題・方向性】
◆ 「総人口」、「婚姻・出産」及び「社会増減（転入と転出の差）」の３つの視点に基づく、本区の特徴・課題を踏まえた、

今後の方向性は以下のとおり整理できます。
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